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１．目   的 
 

 九州地域におけるニュービジネスの創出・育成を図ることを目的として、革新的な起業家精神を
もって、新しい事業に挑戦しているニュービジネス企業または経営者を選定し、その成果を表彰
・公表することで、九州地域における起業家マインドを活発化させ、チャレンジ精神にあふれる
地域経済づくりに貢献する。 

 
２．事業概要 
 

（１） 実施体制 
・ 主  催：一般社団法人 九州ニュービジネス協議会 
・ 後  援： 九州経済産業局、（独）中小企業基盤整備機構九州本部、福岡県ベンチャー 

ビジネス支援協議会、（公財）佐賀県地域産業支援センター、（公財）⻑崎県産業振興財団、 
（一財）熊本県起業化支援センター、（公財）くまもと産業支援財団、(公財)大分県産業創造機構、 
（公財）宮崎県産業振興機構、（公財）かごしま産業支援センター、⽇本弁理⼠会九州会 

・ 協  賛：32社（あいうえお順） 
WASHハウス株式会社、株式会社 延寿館、株式会社 大分銀⾏、 
学校法人君が淵学園 崇城大学、木村情報技術株式会社、九州電⼒株式会社、 
九州旅客鉄道株式会社、株式会社 QTnet、株式会社 九電工、九電産業株式会社、 
株式会社 九南、税理⼠法人くまで会計事務所、株式会社 くりんか、 
交和電気産業株式会社、古賀マネージメント総研株式会社、⻄部ガス株式会社、 
三和酒類株式会社、株式会社テノ.ホールディングス、有限責任監査法人トーマツ、 
株式会社 豊川設計事務所、有限会社 ⻄岡養蜂園、株式会社 ⻄⽇本シティ銀⾏、 
⻄⽇本鉄道株式会社、⻄⽇本電信電話株式会社 九州事業本部、株式会社 はせがわ、 
廣田商事株式会社、株式会社 風月堂、株式会社 福岡銀⾏、株式会社 福岡商店、 
株式会社 やずや、レイナ株式会社、株式会社 ワールドホールディングス 

 
（２） 募集期間 

 

2019年 3月18⽇（月）〜 4月22⽇（月） 
 

（３） 審査基準、審査方法及び審査期間 
 

・ 審査基準：① 事業の新規性、革新性及び優位性 
（商品・サービスの新規性、新市場の創造、経営手法の革新性） 

② 事業の実績（成⻑性、収益性）、並びに将来性 
③ 経済・社会への貢献度、波及効果 
④ 起業家マインド 
⑤ 財務の健全性 

・ 審査方法：① 第１次審査：応募書類による書類審査（審査委員のみで実施） 
② 第２次審査：プレゼン審査 

・ 審査期間：① 第１次審査 2019年４月25⽇(木) 〜 ５月10⽇(⾦)（書類審査） 
② 第２次審査 2019年５月31⽇(⾦)         （プレゼン審査） 

 福岡市中央区天神 ibb fukuoka 6階会議室 にて実施 
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（４） 表彰の種別 

 

・九州ニュービジネス⼤賞 原則１社（表彰状、副賞⾦３０万円、盾） 
 事業規模の大小にかかわりなく、「商品・サービス又はその提供方法など」に著しく新規性

を有する事業を展開し、現時点で新たな市場を創出・開拓し、売上げ・利益とも顕著な伸び
を示しており、将来にわたり大きく発展が期待される企業。 

 
・九州アントレプレナー⼤賞 原則１社（表彰状、副賞⾦３０万円、盾） 

事業規模の大小にかかわりなく、「商品・サービス又はその提供方法など」に著しく新規性
を有する事業を展開し、現時点においては十分な事業実績は収めていないが、将来にわたり
大きく発展が期待される企業。 

 
・優 秀 賞 原則１社（表彰状、副賞⾦１０万円、盾） 

事業規模の大小にかかわりなく、｢商品･サービス又はその提供方法など｣に新規性を有する
事業を展開し、優秀性が認められる企業。 

 
・奨 励 賞 原則１社（表彰状、副賞⾦  ５万円、盾） 

事業規模の大小にかかわりなく、｢商品･サービス又はその提供方法など｣に新規性を有する
事業を展開しているが、惜しくも上位の賞には該当しなかった企業を表彰するもの。 

 
・審査員特別賞            （表彰状、副賞⾦  3万円、盾） 

現時点では特に顕著な功績はないものの、事業規模の大小にかかわりなく「商品･サービス
またはその提供方法など」に新規性を有する事業を展開しており、今後事業の発展が期待 
できる企業を特別に表彰するもの。 
 
※１ 表彰対象は、九州地域（福岡県、佐賀県、⻑崎県、熊本県、大分県、宮崎県、⿅児島県）

に主たる事業所がある企業に限定する。 
※２ 九州アントレプレナー大賞については、原則として二月会等の各地域ベンチャープラザ、

共催・後援機関による発表企業等より選出する。但し、上場・店頭公開企業及び同企業 
経営者は除く。グリーンシート登録銘柄は含む。 

※３ 他地域ニュービジネス協議会のニュービジネス大賞表彰制度により、すでに表彰を受けて
いる者及び事業は除く。 

※４ 各賞、審査結果により該当なしの場合あり。 
 
（６） 審査委員  

 

審査委員⻑、副委員⻑をはじめ１０名（「審査委員のご紹介」ページに掲載 ） 
 
（７） 全国コンテストへの推薦 

 

受賞企業は、公益社団法人⽇本ニュービジネス協議会連合会 主催の「ニッポン新事業創出 
大賞 アントレプレナー部門」に当協議会より推薦。 

 
以 上 

【 実 施 結 果 】 
 

● 応 募 総 数 20社（福岡7・佐賀2・⻑崎1・大分5・熊本2・宮崎1・⿅児島2） 
● 1次審査通過 15社（福岡4・佐賀2・⻑崎1・大分3・熊本2・宮崎1・⿅児島2） 
● 受 賞 企 業  6社（福岡2・⻑崎1・大分1・熊本2） 

4



5



  第16回（2019年度）

九州ニュービジネス大賞表彰

審査委員のご紹介

6



 

＜敬称略、委員長、副委員長、協議会専務理事・事務局長 以外 50 音順＞                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 副委員長 

古賀マネージメント総研株式会社 代表取締役社長 古賀 光雄 
 

1984 年(S59) 公認会計士登録 

1977 年(S52) 等松・青木監査法人（現 監査法人トーマツ）入所 

1995 年(H 7)  トーマツ コンサルティング株式会社代表取締役 

1997 年(H 9)  トーマツ・ベンチャーサポート株式会社設立、代表取締役 

2012 年(H24) 古賀マネージメント総研株式会社設立、代表取締役 

2015 年(H27) ニッポン新事業創出大賞経済産業大臣賞（支援部門･最優秀賞）受賞 

トーマツ在職時から九州でのベンチャー支援に取り組む。 

退職後も古賀マネージメント総研株式会社を創立し、トーマツで築き上げたネット 

ワークを活用してベンチャー支援を行っている。 

③ 審査委員 
株式会社電通九州 総合マーケティング局長 小野 和美 

 

日本経済新聞社、外資系広告会社勤務を経て U ターンし、㈱電通九州に勤務。 

一貫してマーケティング、戦略プランニング、ブランディング等に携わる。 

現在、同社コミュニケーションデザイン局長として、コミュニケーション 

プランニング、デジタル、通販に関連する 3 部署を管轄する一方、 

昨年発足したオープンイノベーション室の室長を兼務。 

④ 審査委員 

独立行政法人 中小企業基盤整備機構 九州本部 

企業支援部長 上川 謙二 
 

1980 年 特殊法人 地域振興整備公団入団 

2004 年の組織統合により、現・中小機構（略称）となり、国の中小企業政策の 

中核的な実施機関として、企業の成長ステージに合わせた幅広い支援メニューの 

提供や、地域の支援機関等と連携した中小企業の成長をサポート。主に経営支援 

業務を担当しながら、熊本地震等の復興支援業務にも従事。 

九州本部では、企業支援部長と併せ南九州事務所長としての業務も担当する。 

⑤ 審査委員 

九州電力株式会社 コーポレート戦略部門  

インキュベーションラボ長  中村 典弘 
 

1990 年九州電力入社。火力発電業務、経営企画業務、新規事業開発業務などを経て 

2018 年コーポレート戦略部門部長。同年夏、九州電力グループのイノベーション 

の取組みを加速させるために、コーポレート戦略部門に新たな組織「インキュベー 

ションラボ」を設立したことに合わせ現職に就任 

 

① 審査委員長 

株式会社 石村萬盛堂 代表取締役会長 石村 善悟 
 

明治 38 年創業という「のれん」と「伝統」を守りながら、常に新しいことに 

チャレンジしていく「革新」の経営姿勢を貫いている。 

激戦の続く菓子業界にあって、和菓子の「石村萬盛堂」、洋菓子の「ボンサンク」、

高級和菓子の「萬年家(はねや)」を展開する。一方で、マシュマロ技術を生かした 

素材を開発するなど、新しい菓子需要の創造と業態の構築に力を注いでいる。 

 また、バレンタインデーの「お返しの日」として定着した 3 月 14 日・ホワイト 

デー（マシュマロデー）の考案者としても知られる。 

 

 

 

 

■ 審査委員 のご紹介  

7



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 審査委員 

九州旅客鉄道株式会社  

執行役員事業開発本部企画部長  福澤 広行 
 

1989 年  九州旅客鉄道㈱ 入社 

2002 年     同   事業開発本部開発部開発課副課長 

2005 年      同             企画課長 

2009 年 長崎ターミナルビル㈱ 常務取締役 

2011 年 博多ターミナルビル㈱ 常務取締役 

2014 年  JＲ九州ファーストフーズ㈱ 代表取締役社長 

2018 年 6 月より現職。 

⑥ 審査委員 

日本弁理士会九州会 副会長 羽立 幸司 
（知的財産綜合事務所 NEXPAT 所長・弁理士） 
 

弁理士として経営者目線でベンチャー・中小企業支援に取り組み、知的財産を活用する

ビジネスモデルの構築支援の他、デザイン経営、STEAM 教育などに関心を持ち、事業構

想などのアイデアを考えるためのコミュニティを運営するなど創造支援にも力を入れて

いる。第 3 回モノづくり連携大賞（日刊工業新聞社主催）大賞受賞など。 

⑩ 審査委員 

一般社団法人 九州ニュービジネス協議会 

 専務理事・事務局長  松崎 治洋 
 

1981 年 通商産業省福岡通商産業局(現 経済産業省九州経済産業局)入局。 

その後、九州経済産業局産業部中小企業課長、産業部産業課長及び産業部次長を経て、 

2018 年 7 月より現職。 

⑧ 審査委員 

日本政策金融公庫 国民生活事業 福岡創業支援センター 

所長 宮本 大資 

 

1998 年(H10) 国民金融公庫 （現日本政策金融公庫）入庫 

 以降 福岡西支店、久留米支店、本店に勤務 

 創業／第２創業、事業承継、ソーシャルビジネス、事業再生など 営業・融資審査担当 

2015 年(H27) 松江支店 融資課長 

2018 年(H30)4 月 より現職。 

⑨ 審査委員 

株式会社ＦＦＧベンチャービジネスパートナーズ 

取締役副社長 山口 泰久  
 

1986 日本開発銀行（現日本政策投資銀行）入行、2006 年行内ベンチャーとして 

VC を設立し、本邦初の知財ファンドの運用開始。DBJ キャピタル(株)取締役等を 

歴任し、2017 年５月より、株式会社 FFG ベンチャービジネスパートナーズ・     

マネジングディレクターに就任。九州・大学発ベンチャー振興会議と連携する FFG  

ベンチャーファンド（総額 50 億円）の運用を担当し、大学発ベンチャーの育成を

行っている。 
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□  九州ニュービジネス大賞        
 

該当なし 

 

□ 九州アントレプレナー大賞   ２ 社 
 

〇 株式会社 N Lab（エヌラボ）     代表取締役    北村  由香 様  【 ⻑ 崎 】 
 

 ・  ＡＩとヒトがコラボする病理診断の改⾰ 

 

〇 株式会社 diffeasy（ディフィージー）    代表取締役社⻑ CEO  白石  憲正 様  【 福 岡 】 
  

・ 大会運営 向上心 

 

□ 優秀賞            １ 社 
 

〇 株式会社 ワーコン        代表取締役    ⻘⽊ 比登美 様 【 福 岡 】 
  

・ 看護師による 24 時間 遠隔看護サービス「おるけん」 

 

□ 奨励賞            １ 社 
 

〇 ＫＩＴ－ＣＣ 株式会社（キット）   代表取締役    冨田  健二 様  【 熊 本 】 
   

・ インクジェットテクノロジーを用いて新規ビジネスを創造し、社会に貢献する 

 

□ 審査員特別賞         ２ 社 
 

〇 株式会社 くまもと健康支援研究所  代表取締役    松尾   洋 様   【 熊 本 】 
 

・ 循環型介護予防エコシステム「元気が出る学校・大学」 

 

〇 株式会社 ナノプラネット研究所   代表取締役     大成 由音 様    【 大 分 】 
 

・ 光マイクロバブル技術を最⾼度に活用したペット洗浄・温浴及び⾞イス対応介護 

足浴装置の商品開発・販売 

 

■ 第 16 回（2019 年度）九州ニュービジネス大賞表彰 受賞企業 
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